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　和歌山市雑賀崎漁港内に建つ公衆トイレです。海の潮風にも負けないようコンクリート造です。強い雨風をしのぎながらも様々な方向からのア
プローチができるように工夫しています。 そのことが東西南北４面のどこからみても同じ外観になるという面白いデザインを生み出しています。
　４箇所ある全ての出入り口に設けている【Toilet】のサインや、男性女性、車いす使用者を表すサインもちょっと実験的な試みをしています。
コンクリートの壁に文字やサインの形状の凹みを作ることによって、それがそのままサインとなっています。よくある施設のように何かを上から貼
り付けたりということではないサインです。
　また、英語表記も「WC」でも「Restroom」でもなく、あえて「Toilet」にしているのは、昨今増えている英語を母国語としない外国人観光客の方で
もその用途が容易に分かるようにという意図があります。これもひとつのユニバーサルデザインだと考えています。「正しい」ということに拘ると「目
的」を見失いがちなのでいつも気をつけています。 
　２枚の写真の背景を見比べると分かりますが、違う方角から撮影でも同じに見えます。観光客も増えてきた雑賀崎の一つのランドマークになれ
ば幸いです。

「雑賀崎クワトロトイレット」

奄美の高床倉庫

私達が造り出す建築は当然の帰結として美しくなければならない。
然し乍ら、「美しい」という言葉の意味がまるで「綺麗で或ること」の
ように誤解されつつある今、私達は美しいと云う言葉に内包されて
いるものを真剣に考えなければならない。そして私達は理想と自分
の不甲斐無さとの狭間で藻掻き、其のギャップに日々悩むのである。

㈱瀧川建築デザイン事務所
瀧川　嘉彦

※９・１０月度勉強会は新型コロナウイルス対策として、参加者は協力会員・正・準・スタ
ッフ会員に限定。広めの会場でマスク着用、換気をしながらの開催となりました。

　今回の勉強会は協力会員の㈱コムラ様より「紀州材と窓」の
お話と会員の辻岡氏の作品を動画で紹介いただく内容でした。
　１部の㈱コムラ様の勉強会では紀州材を６０％以上使用した
木製サッシのご紹介を頂きました。紀州材とアルミと真空ガラ
スを組み合わせたハイブリッドな製品で木だけではなかなか難
しい耐久性や気密性を高めた製品で断熱性にも優れたものです。
見た目は木製サッシの温かい雰囲気の商品で公共施設や個人住
宅などで使用すると良いなと思いました。
　２部の辻岡氏の講演は以前設計した住宅の横に作った小さな
美容室を動画で紹介するという新たな試みでした。動画でウォ
ークスルーのように撮影しご本人の解説も同時に入っているの
で空間の雰囲気が写真よりもよく理解できたと思います。住宅
の方もクライアントが快く撮影させていただいて辻岡建築の過
去と現在を合わせてみることが出来て興味深かったです。動画
を使った建物紹介というのは私も含めてまだ皆さん慣れていな
いと思いますが今回の辻岡氏の発表を聞いて動画での建築プレ
ゼンの可能性を大いに感じました。是非動画撮影の勉強会もや
りたいと思います。

　9月の勉強会は9/25(金) 18：00より、会員の辻岡直樹さんによる完成
作品紹介を動画配信予定。詳細は決定し次第、アナウンスします。

「ル・コルビュジェのチャンディガールを見学して」

　今年の２月後半にインドに行ってきました。目的はル・コルビュ
ジェが設計した建築。その中でも特に私が見たかったのがチャン
ディガールにあるキャピトル・コンプレックス。
　専門学校に入学して初めて衝撃を受けた建築で、初めて知った
建築家がル・コルビュジェでした。それまでも生活の周りには建築
はありましたが、衝撃を受けるようなことはありませんでした。
　現在私は57歳で、独立してからもうすぐ6年が経ちます。ル・コル
ビュジェがチャンディガールの設計をスタートしたのが1951年の
63歳で、1962年に議事堂が竣工した時には74歳になっていまし
た。74歳まで私もあと17年もあります。コルビュジェのようにはな
れませんが、今後もチャレンジしていこうと思って帰路についた見
学旅行でした。自分が生まれる前に竣工した建築を見て、60年後
でも感動できる、そんな仕事してみたいですね。

　協力会員の株式会社コムラです。弊社の主な事業内容はガラス工
事業、建具工事業、内装仕上げ工事業です。 創業より110年間、お客
様のあらゆるニーズに、最良の技術・誠意・サービス・商品を提供して
まいりました。また従来商品に加え、ＺＥＢやＢＣＰ強化建物の窓に
最適な「紀州材アルミ複合窓」の拡販や、県の環境保全や県民の健康
維持に資する窓を、弊社が商標登録を取得した「健康ガラス®」として
広くＰＲしております。
　10月28日には「健康ガラス®  （紀州材アルミ複合窓）」が和歌山県
「けんさんぴん」に登録されております。標準的な紀州材アルミ複合窓
の熱還流率（Ｕｗ）は１．５Ｗ／㎡・Ｋであり、加えて天然木材の枠に
よる調湿効果により結露の低減が期待できます。
                                               　また、「健康ガラス®」として、抗ウイ
                                               ルス効果があるガラスやフィルムもＰ
                                               Ｒしており、医療施設の窓面のウイル
                                               ス不活性化と、感染予防をＰＲしてお
                                               ります。
予防をＰＲしております。
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　今回は竣工したての城本さんの自邸をZOOMによる、ご本人
の撮影・解説でライブ中継して頂きました。城本邸はスキップ
フロアを多用し、各空間を繋げる形で、多くの階段が有り、階
段を上り下りする度に変化する空間がとても面白かったです。
子ども室が個室では無いのでお子さんの成長と共に、どの様な
住まわれ方をされるのか興味深いところです。
　ZOOMを使っての見学会は初めての経験でしたが、ソーシャ
ルディスタンスを求められる時代、これからは需要が有りそう
な方法で、興味深く参加させて頂きました。結果は電波状態の
問題でフリーズしたり、iPadの画角の問題で見える範囲が狭か
ったりと、今後の課題になる点も多くありましたが、遠方の方
でも気軽に参加出来き、可能性のある方法だと感じました。
　今後もZOOM等を上手く使って、遠方の仲間とも繋がれる勉
強会の開催を期待します。勉強会終了後、城本さんが事務局に
寄ってくれたので、色々と質問する中で、現地に行くことにな
り、残っていた数名ですがリアル見学会を開いて頂きました。
さんざんWeb見学会の可能性を語りましたが、やっぱりリアル
が最高です。

「2020年10月の勉強会」＠建築士会館2F


